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できることって何だろう
沖縄・宮里　和
　世界から犯罪や非行が消えたら、それはどんなに素晴らしい事でしょう。
それ程までに、今現在、日本や世界では、悪質で残忍で許すことのできない犯罪から、十代の少年少女が、色々な考えを持った中で間違った方向に進んでしまった非行まで、様々な事件であふれかえっています。それを防止するには、また、罪を犯した人たちの更生に必要なことは何でしょう。私はそれを、自らの体験を通して考えてみました。
　三年前、私はガンになり治療のため約一年間入院していました。そこでは、私より年上の年配の方から小学一年生の幼い子まで、色々な方に出会いました。約一年間の抗がん剤治療は、辛かったけど、家族や看護師さん、お医者さん、仲良くなった患者さんなど、たくさんの方に支えてもらう事で、乗り越える事が出来ました。犯罪や非行の防止や更生と、入院生活。一見関係なんて全くないと思いますが、この作文を書くにあたって、自分の入院生活を振り返り、こう思いました。
　入院生活中、私はたくさんの方に出会いました。そして誰もが、何事にも一生懸命でした。どうしてそんなに一生懸命なのか、初めは分かりませんでした。でも、私も治療を続けていくうちに、一生懸命になるのは「生きるため」なのだと気付きました。生きるために辛い治療も手術も乗り越えていました。そして、その生きる糧は「夢」じゃないかと感じました。早く孫と一緒に遊びたいからリハビリを頑張るおじいさん、早く元の小学校に通いたいからランドセルと点滴を持って院内学級に登校する一年生、みんな辛い中でも夢を持って必死に生きていて、その姿はとてもかっこいいなと心の底から思いました。それに、私もその中の一人でした。病を経験する事で、医者になって自分と同じような病気の子を助けたいという夢がうまれ、その夢を実現するために一生懸命生きていました。それでも、病と闘う事はとても辛くて、諦めて、挫けそうになった時がありました。そんな時、乗り越えることができたのは、家族や看護師さん、同じ病室の人、同じような治療をしている人など、周りにいる方達の「支え」があったからでした。知らない患者さんでも、
「お姉ちゃん、若いんだから頑張ってね～。」
と言われると頑張らなきゃと思えたし、お医者さんに
「治療頑張ってますね。もう少しですよ。」
と言われたら、嬉しくて、元気が出ました。

　これは、犯罪や非行の防止、更生の場合でも、同じ事が言えるのではないでしょうか。犯罪や非行が起きるのは、きっとその人達が「生きる」事について分かっていないからだと、私は思っています。「生きる」とは、人それぞれだとは思いますが、私は「夢」や「目標」などに向かって、一生懸命になる事だと考えています。だから、犯罪や非行を防ぐためには、人は色んな夢を持っていいし、それを実現する事が出来るという事を伝えてあげることが大切だと考えました。また、罪を犯してしまった人でも、本当に罪を償って、更生したいと思っている人なら、「支える」事が大切だと思います。治療で辛い時、誰かからの励ましの言葉や、誰かが側にいる事で、とても心強かった事を、私は今でも覚えています。それくらい人との関わりは大切で重要なものだと気付きました。だから、更生したいと思っている方がいるなら、罪を犯したからといって初めから疑いの目や、嫌悪感を出すのではなく、
「頑張ってね。」
その一言でもかけてあげる事で、心はすごく軽くなると思います。

　犯罪や非行は起こってはいけない事です。だからこそ、身近にいる人に気を配り、少しおかしいなと思ったら声をかけたりして支えてあげる。また、罪を犯す事は、被害者の方にとっては許したくない事だとは思いますが、その罪を背負い、償って更生しようとしている方達を励まし、支えてあげる事も、私達の役目ではないでしょうか。
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